
OTSと実習中の休息の使い方に 
着目して 

 -CAODを使った介入を通して-  

 冨高 史裕  



担当した実習生紹介 

20代の女性 

前回の臨床実習の睡眠時間は2〜4時間 

第2期の臨床実習では養成校で睡眠の対策を立てた 

   睡眠時間を最低で5時間は確保する 

  実習中の起床時間はAM6時 

 

・毎週末にCAODを記載しその場で一週間の振り返りをする 



CAOD（1週目）結果 

作業不均衡 作業剥奪 作業疎外 作業周縁化 合計 

16 12 14 10 52 

潜在RANK RANK2 RANK3 RANK4 

3 0.208 0.683 0.101 

質 問 文 おおむね当てはまる どちらかといえば当てはまる 

2 趣味を楽しめる場所がない ◯ 

5 好きな活動を楽しめない  ◯ 

7 
日々の生活が忙しすぎて疲れが
たまっている 

◯ 

13 
日々の生活を無駄に過ごしてい
るような気がする 

◯ 



非構成的評価 

学生 発言 

「対象者との会話がうまくいっているのか不安になる」 

「初対面の人と話をするのが苦手」 

「対象者と何を話していいのか教えてほしい」 

「まだ，実習が始まったばかりで緊張している」 

「実習中は勉強することがとても大切だと思っている」 

 



実習開始直後のOTSの状況 

【状況】 
臨床実習だけじゃな
く，初対面の人と緊
張して話すことがで
きない 

【頭の中の考え】 
・変な人だと思われたかも 
・下手に動くと邪魔かも 
・第1印象は大事 

【気分・感情】 
・恐怖(80%) 
・不安(70%) 

【身体的反応】 
・腹痛 
・疲労感 
・焦燥感 

【行動】 
・動けなくなる 
・口数が減る 
・表情がこわばる 

【サポート資源】 
・友達に相談する 

【対処】 
・何度も関わって慣れる  ・表情をつくる 



1週目での課題と目標設定 

課題：コミュニケーションスキル 

 OTSの認知は他者間で齟齬がある 

 OTSが他者と繋がる環境が必要 

目標：OTSが興味を持てる方法を検討する 

 クライアントの病前の生活歴や環境を知る 

  作業科学・CMOP-E等の作業療法理論を説明・実践する 

 リハビリの介入した前後でOTSにOTRが質問やアドバイスする 



CAOD（2週目） 

作業不均衡 作業剥奪 作業疎外 作業周縁化 全体合計 

15 14 10 13 52 

質 問 文 どちらかといえば当てはまる 

3 日々の生活に達成感がない ◯ 

5 好きな活動を楽しめない ◯ 

7 
日々の生活が忙しすぎて疲れがたまっている 

◯ 

9 自分にとって大切なことをする機会がない ◯ 

潜在RANK RANK2 RANK3 RANK4 

3 0.033 0.710 0.248 



臨床実習 (2週目) 

実習始まってからは，週末も学校に行って勉強を
しています．そのため，楽しみや好きな事を楽し
む事はできていないです 

1期目で睡眠不足が続いたので，教員と話し合い毎
日の睡眠時間を最低でも5時間はとっています 

実習始まってからは，睡眠時間は何時間くらい取
れてる？ 

実習が始まってから，自分がいつも大切にしてた
ことや好きな活動は楽しめてる？ 

実習中の週末も学校に行って勉強しているんだね． 
すごくいい事だね．土日の休み両方とも行くの？ 

土日とも学校で過ごしています 



2週目成果と課題 

課題  

 日々の達成感，好きな活動，生活の忙しさ 

 趣味を楽しめる場所がない 

 自分にとって大切なことをする機会がない 

週に2日ある休みのどちらかは自分の趣味を行う機会をつくる 

成果：  

 作業療法理論の活用はOTSが面接などでの情報収集の内容に深みが増した 

 クライアントやセラピストとの会話時に笑顔で対応できるようになった 



結果 

作業不均衡 作業剥奪 作業疎外 作業周縁化 全体合計 潜在RANK 

1週目 16 12 14 10 52 3 

2週目 15 14 10 13 52 3 

3週目 17 7 8 10 42 2 

4週目 14 6 9 10 39 2 

5週目 13 6 7 8 34 2 



臨床実習最終日のOTSの状況 

【状況】 
臨床実習だけではない
が，OTSは実習地で初
対面の人と話すのに緊
張して話すことができ
ない 

【頭の中の考え】 
・変な人だと思われたかも 
・下手に動くと邪魔かも 
・第1印象は大事 
・何か話さないと 

【気分・感情】 
・恐怖(30%) 
・不安(30%) 
・前向き(40%) 

【身体的反応】 
・疲労感 
・緊張 

【行動】 
・動けなくなる 
・口数が減る 
・表情がこわばる 
・目を見て話す 

【サポート資源】 
・友達に相談する ・趣味を楽しむ 
・休む時は休む  ・先の楽しみを作る 

【対処】 
・話題を考える  ・考えすぎない 
・失敗して当然！ 



考察・結語 

長期実習はOTSにとって生活習慣が大きく変化するため，長期実
習中の生活習慣について検討する必要があった．今回は睡眠の質
が課題としていたが，それ以外の生活習慣についても話し合いを
したことでストレスの軽減に繋がった 

 

長期実習中のOTSはいつもと違う生活習慣を送るため，ストレス
の負荷が高くなっている．そのため健康面についてもOTRととも
に話し合いを行っていくことが，長期実習終了後のバーンアウト
症候群の抑制につながると考えられる 
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ご静聴ありがとうございました 



ディスカッションテーマ 

① CAODを使ってみよう！(個人ワーク) 
  ・自分の学生時代を振り返ってみて 

  ・最近経験した学生を思い出して 

 

② 点数が高い項目を2つ選択(グループワーク) 
  ・何があったのか？ 

  ・どうなっているのか？ 

 



ダウンロード先： https://mutsumiteraoka.blogspot.com/2016/12/caod.html 


